
































































はじめに 

我々が生きている地球はおよそ 46 億年前に生まれ、約 35 億年前に生命の出現という神秘

的で且つ奇跡的な出来事が起こり、次いで生物の進化の過程で2億年前に哺乳類が、6500

万年前に霊長類が出現し、類人猿を経由して約400万年前に人類が出現したと言われてい

る。有史以来その人類は種々様々な経緯を経て、最終的には人間の命は地球より重いとい

う考えにさえ至り、自らを万物の霊長として総ての生物の最高位に位置づけ、人間最優先

の考えで物事を進めて来た。その結果として地球環境破壊を来たし次の世代の人類を含め

た生物の生存自体が危ぶまれる状況に立ち至っている。 

ひるがえって身近な生活の場に目を向けても、それは表面的には物質的に豊かで快適に見

えるが、医学的にはアレルギー疾患の爆発的な発生や老化の促進と要約される小児成人病

の如き身体的異常のみならず登校拒否・家庭内や校内暴力・情緒障害(被虐待児症候群、愛

情遮断症候群、ホスピタリズム)･摂食行動の異常(拒食症、貧食症)などの精神障害で多く

の子供が苦しんでい㍍これは新生児医療の進歩による新生児死亡率の低下と乳幼児期の主

要な死亡原因となっていた重篤な栄養障害・感染症などの疾病が激減したために、新生児

を始めとする小児の医療に関する問題があたかも解決されたかの如く等閑視され、発育の

最も本質的な“個体発生は系統発生の短縮された速やかな反復である"との原理に基づいた

小児の心身の調和のとれた成長発達に対する重要性の認識自体が見失われ、万事が大人本

位の経済至上主義で小児の発育に適した環境が破壊された結果と言える。 

人間が哺乳動物の一員である事を忘れ、訴える術を持たない赤ちゃんは今や家畜の如く扱

われていると指摘されている。その結果として世界から種々非難されてもそれを受け止め

る心が失われたかの如き行動をしていると外国人の目に映っている。この嘆かわしい現状

は繰り返しマスコミでも指摘されている。かような時期に思いやりのある地球人として行

動することが出来るように人格形成の臨界期である小児期なかんずく新生児期・乳児期か

ら幼児期にかけて健やかな心身の調和のとれた成長・発達のあるべき姿を究明し啓蒙する

ことが本研究の究極の使命と考える。 


